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私 は札幌 で生 まれ育 ち、転 勤の5年 間以外 は札幌 の 自然 の変

化 を見て きま した。他の町 よ り自然が多い と言 う人 もいますが、

僅 かに残 された 自然 を他の町 と比較 して、多い と言 われて も寂

しいだけです,,そ の僅:かな 自然 も減 って(減 らされて)き てい

ます。今 、キーワー ドは 「人間は 自然 の一部 であ る」、「暮 らし

を変 える」、「情報 公開」 ではないか と思い ます。経済活動の際

限の ない拡大が森林破壊 を、海 ・川 ・湖の汚染や酸性雨 ・温暖

化 を、 また食料 ・遺伝子 ・産廃問題等 を生み出 して きているのです。 さらに 、環境 ホ

ルモ ンと言 う予測で きなか った(?)生 物の存続 に重大 な影響 を与 える事 態 もお きて

い ます 。 これは人問が 自然の一部 に過 ぎない こ とを、忘 れた結果ではないで しょうか

しか し、節電 ・資源の リサ イクル ・代替 えエ ネルギー(風 力発電 は鳥 に良 くない よう

です)開 発等 も進 まず 、問題が 山積 みの現在 、道路 や河川工事等の不必要 な公共事業

(必 要 な公共工事 は行 う)で 景気 回復 を図ろ うと考え るのは 、財政 や経 済の 混乱 を深

め るのみ な らず 、 自然破壊 を広 げる事 につながるのでは ないで しょうか。今大事 な こ

とは、周 りの環境 を よく見て、 自分が どの ような生 き方 をす るのか を考 える事 ではないで しょ

うか。私 は自然の専 門家ではあ りませ ん し、今 まで、特 に何か につ いて深 く関わって きた経験

も有 りませ んが 、関心 や問題 意識 は多少持 ってい ま したので 、理事 となった ことを契機 に、私

に出来 るこ とで お手伝 い出来れば よい と思い ます。

今 、協会 につ いて感 じてい ることは、 自然が大好 きな、色 々な分野の専 門家がい るので 、教

えて頂 ける事 が沢山有 りそ うで楽 しみ な事 と、若 い会員が少 ない と言 うことです。若 い会員 を

増 やすには(経 験 の豊か な会員 を増やす こ とも大事 な事 です)ど う した ら良いのか 、簡単 には

答が見つか りませ んが、 自然観察会等で 自然 に触 れる機会 を増 やす と共 に、協会が持 っている

情 報 を、もっと多 くの人 に発信す る こと、例 えば、 インター ネ ッ トを通 じて協会 の考

え方 ・活動状況 ・行事予定等 を不特定 多数の人が見 られ るようにする、他の団体 とネッ

トワークを作 り相互 に情報 交換 し会員に これ を知 らせる、 自然保護iに関す る情報 を広

く集 めてデー ターベ ース を作 り、誰で も ・何 時で も利用で きるよ うにす る等 ・・如何 で

しょうか。口で言 うのは簡単で も、実際 にそれ を行 うの は大変 な事 だ と思い ます。私

もインター ネッ トでホームペ ージを見 た事 は有 りますが 、作 った経験 は有 りません。

で も、 この事 は理事 会で提案 したい と考 えています。私一 人では荷が重いので 、会員

の方で一緒 にや って もらえる方 はい らっ しゃい ませ んか、 自分では出来 ないが 、協力

して くれそ うな人(会 員以外 の方 で も)を 紹 介す るこ とで も結 構です 、よろ しくお願

い します。新任理事の"チ ョッ トひ とこと"が 法螺 に終 わ らなけれ ば良 いが!!、 と

言 われそ うですが 、今後 ともよろ しくお願い します。(理 事 ・札幌市在住)

塙 髪
わ

敏 乞
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イ ン タ ビ ュ ー

堀 淳 一 さんに聞 く
略 歴:1950年 北 大 理学 部物 理 学 科 卒,,1980年 まで 同 物 理 学 科 で 物 理 学 を専

攻,,同 年 二毛 作 人生 に 【1、jけて 退 職 、 エ ッセ イス トに 転 生,,1972年 、 「地 図

の た の しみ 」(河 出,ll房 新 社)で エ ッセ イス トクラ ブ 賞 授 賞,,同 吾 を は じ

め 多 数 の 箸 書 が あ る,,,,

《最初 に、地 図の魅力 を教 えて くだ さい》

○地 図は詩 、散 文、写真 、映像 な どと同 じく

表現 のひ とつです,,し か し、詩 や映像 の よう

に どち らか といえばそれだけで閉 じてい る完

成 した作 品ではな く、 よ り開いた、比較的抽

象 的な表現 で、そのため見る者 が想像力 を働

かせ る余地が よ りた っぷ りあ ります。いいか

えれば地図か らは風景の骨格 しか分か らない

ので、想像力 を加 えて一個の風景描写 をつ く

りあげるため には、どう して も現地 にいか な

ければ ならない。つ ま り地図 は他の表現 に比

べて はるか に大 きい旅 に誘 う魅力 を もってい

るのです。

《たとえば、今見 せていただいている地 図は、

渦巻状の模様 がた くさんあって、図案的 に も

面 白いですね》

○ これは氷河の堆積物がつ くった地形 のひ と

つで ある ドラム リンです 。今見 ているのは ド

イツのバーデ ン ・ヴュルテ ンベルク州の フリー

トリヒスハ ーフェ ン付 近の地 図ですが 、渦巻

状の もの はお椀状 の山の形 を している ドラム

リンで、それが つ ぎつ ぎと連 なっているわけ

です 。こ うい う地図をみる と、 どうして も現

地 にいって実際 の風景 をみた くなるのです。

《先生 の著書 で は、よ く新 しい地図 と古 い地

図 が2枚 並 んでい ますが》

○定 点観 測 も、地図の魅力のひ とつです。古

い地図 と新 しい地図 を見比べ 、実際 にい くこ

とので きない昔の風景 を、現 在の風 景か ら想

像 した りで きます。 また年代順 に地図 を見て

い くと、何 年頃 、何があったのか、大 体推 測

がつ きます。そ して、現地でそれ を確 認 した

り、分か らなか った ことを発見するのがす ご

くお もしろい。

《先生 は、産業遺

跡 に関す る著書 も

だされていますが》

○ 同 じ建物で も、古い城や社寺 は誰 で も知 っ

ている し、皆 さん関心 を もち ますが 、古 い鉱

山、発電所 、鉄橋 な どには、あ ま り関心 をお

もちにな らないのが不思議 です。本質は同 じ

なのです か ら。 どち らもかつて活躍 した建造

物が 、朽 ち果 ててい くプ ロセ スに、なん とも

言 えないお もむ き、味 わいがあるのです 。北

海道には、そ うした産業遺跡がた くさんある。

地図はそれらを発見する手がか りにもなります。

《「つわもの どもが夢 の跡」とい う感 じですね》

○ 人間が手 をひ くとたち まち自然が回復 して

くる。本当に 日本の 自然は回復が早い。 自然

の回復の勢 いの よさと朽 ちた廃 嘘との コン ト

ラス トがなん ともいえ ないですね。

《最後 に、先生 が最近関心 をもたれてい るこ

とをお話 くだ さい》

○い ま、ア イヌ語地名の復権 を提案 してい ま

す。ア イヌ語 地名は、ア イヌの人が 、地理や

地形 を知 り尽 くした うえでつ けた もので 、ア

イヌの文化の貴重 な遺産です。 ところが 、そ

れ に漢字が当て字 され、最近 は漢字 名の方が

一人歩 きして
、まった く意味が分か らな くなっ

てい る。め ちゃ くちゃな例が た くさんあ りま

す。 ア イヌ語地名 を復権 させ て、案 内板や地

図 などにそれ と現在の地 名 とを併記す るよう

に行政 に求め たい と考 えてい ます 。

《たいへ んお忙 しいところ、あ りが とうご ざ

いま した。今後の一層の ご活躍 を願 ってお り

ます》
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記:・ 事

千歳川流域治水対策検討委員会拡大会議に参加 して

ウ トナイ湖サンクチュア リ・レンジャー 葉 山 政 治

放水路計画に反対 して活動 してきた㈹北海

道自然保護i協会、(財)日本野鳥の会他6団 体は、

共同歩調をとって円卓会議の開催に反対 し、

その後道の検討委員会に対 して意見聴取にも

応 じてまいりました。昨年 も2回 のフォーラ

ムを開催 し、千歳川流域 における総合治水対

策の実施、洪水 はコントロールするのではな

く、人智を越えて洪水は起 きるものであ り、

治水 もいかにその場合の被害を少なくするか

が大切だ といったことを訴えてまいりました。

このたび拡大会議への参加 もいくつかの条件

の下で参加 してお ります。

さてその拡大会議ですが、議論に先立って

その方向性が示 されています。その中では、

「治水対策は多 くの人々が容認で き、他地域

へ及ぼす影響や漁場,自 然環境などへの影響

は最小限にとどめるべ き」 とし、石狩川を含

めて他地域へ直接影響を与えない総合的な治

水対策を検討するとしてお ります。また、総

合治水対策についても自然環境保全の重要 さ

が地球規模での共通認識である、洪水を完全

に防ぐことは容易ではないと言う前提で治水

のあ り方を考える、小規模対策であってもそ

の集積が全体として有効な治水対策になるよ

うにするものであるとしています。

これ らは、私たちが従来から主張 してきた

ものが組み込まれたものです。これを基盤に

議論 を進めていけば、当然千歳川放水路計画

に替わる治水対策がまとまるはずです。 しか

し、メンバーには放水路促進連合協議会や促

進期成会といった放水路事業を押す団体を背

負って参加 している方 もいます。考えられる

個々の治水対策もそれぞれ問題を抱えていま

す。これをいかに克服 してい くかが拡大会議

の課題ですが、流域住民を代表するメンバー

をいかに納得させるかが鍵 とも言えます。

しか しながら、放水路計画は、個々の総合

治水対策以上に解決不可能な問題を抱 えてい

ることは、17年 間の経過で明白です。この拡

大会議が まとまらなければどんな治水対策 も

千歳川流域では実行できないことになってし

まいます。

この拡大会議は、道 という行政の主導では

あ りますが、住民の手か ら離れ中央で決定さ

れた治水計画を、地方の力で変更する初めて

の場にもなりうるものと考えます。そのため

に必要なものは、放水路は絶対だめという姿

勢の維持 と、総合治水対策を可能にするアイ

デアの結集であると思います。もう一息 とい

うところにさしかかった放水路問題です。今

一押 しのご支援 をお願いいたします。

(苫小牧市在住)
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己鱒言
0 事

「突哨山」の公有地化 を求 める署名にご協 力 ください

突哨山の自然を考える会 出 羽 寛

旭川市と比布町の境界にある細長い丘陵 「突哨

山 」 を ご存 じで し ょ うか 。 日本 で も有 数 の カ タ ク

リの 花 の 群 生 地(面 積 約125ha) と して 、 全 国 的

に知 られ る よ う に な っ て き ま した 。

公有地化することを求める署名運動を始めました。

い き ものが 豊 富 で 、旭 川市 の北 側 で 唯 ・の ま と

まった緑地である突哨山は、これからの旭川市の

まちづ く りに と って 、 何 物 に も代 え が た い 貴重 な

現 在 の突 哨 由 は 、 ミズナ ラや シ ラ カ ンバ 等 の 広

葉樹 林 に お お わ れ 、 少 な く と も1,500種 類 も の 生

物 が 生息 す る こ とが 知 られ て い ます 。 しか し、明

治 末 か ら大 正に か け て 、
・部が 農 地 と して 利 用 さ

れ 、 また 昭 和30年 代 まで 稜 線 ヒで 、 牛や 馬 の 放 牧

が され る な ど、 多 くはそ の 後 に 再生 した 次 林で 、

北海道:ではめずらしい里山的な景観をもつ所です。

9年 前 に この 突 哨 山 に も ゴ ル フ場 開発rll'画が 申

請 され 、 翌 年 、 私 た ち は 開 発 計i晦に 反 対 して 、

「突哨山の自然を考える会」を作り、これまで様々

な活 動 を行 っ て きま した 。 また 、 市 民 実 行 委 員 会

i三催 の カ タ ク リフ ォー ラ ム も4月 末に6回nが 盛

人:に開催 さ れ ま した 。

3年 前 に 、 バ ブ ル経 済 の 崩壊 とい う こ と もあ っ

て 、 ゴ ル フ場ih山iは 凍 結 され 、 開 発 業 者が 買 収 し

た 川 地(約157ha)は 、現 在 旭 川 地 ノ∫裁 判 所 で 競

売にかけられています。競売開始から3年 が経過

した今も、人札に到っていまん(現 在の最低売却

価 格1億7千 ノ∫IID。 そ の 第 ・債 権 者 で あ る 銀 行

が経営破綻 し、突哨山は不良債権として処理され

る恐 れ が 出 て き ま した 。

そ こで 、 市民 イ∫志40名 が 呼 び か け 人 に な り、突

哨 山 を旭 川 市が 買 い取 り、 市民 の憩 い の.場と して

価 値 を も って い ます 。 そ して 、 カ タ ク リ

の大群落は全国的に貴重な価値をもって

い ます 。 旭 川 市は 、今 春 策 定 した 「緑 の

基本計画」の中でも、突哨山を 「保全:す

べき貴重な緑地」と改めて位置づけ、環

境行政でも避けられない問題になってき

て い ます 。 ぜ ひ 、全 道 、全 国の 皆 様 の こ

支援 を お 願 い した い と思 い ます 。 会 服 に

署名川紙を同封 させていただきま した。

署 名 は8/j末 まで に2万 人(第1期)、

その後最終的に3万6千 人(旭 川市民の

1割)をH標 に し ます 。 賛 同 署 名 で す の

で 、 f供 さんでも旭川以外の方で も結構

で す 。 署 名 川 紙 は2万 部 刷 りま した 。 連

絡 ドされ ば 、必 要 な数をす ぐ郵送 させ ていただ きます。

あさひかわ ・緑の岬

突哨山を市民の共有財産に!
一突哨山の公有地化を求める署名にご協力下さい一

0こ れ忍τの 経過

1990突 哨山の コルフ 嶋聞発計 画か道庁 へ申頴 され る.

1995開 発計画 に腰対 して 「突哨山 の目ガ を考え る会,

ち 舌動 を闘始,こ れま て1写 翼震 野歩 き ノ

ノで ノウμ、 角クク リ講 哩なと 探々 与 舌動を ・ラrべ一

、る。

1993市 民芙行 婁韻会 主催第1回1→)タ フブ し1一ラム

う開催 声れる これ まてL6同 聞魅)。

1994開 鼻叢 蓄は計醗 を 璽緒 旬旦川営 業所 を閉蹟 ♂る。

r995個 檀者の 郷 等に よd突 哨山 か競再Lり'げ っれる.

現有 エ⊂L㌧6同 雪丁われ るか ノ札ほ なし

1995旭F1斎 長 比務 町展に 突「判山 のム 葡地1ヒを矛めξ

要望ε1を 操 出4る

lgg7旭 月 石は 帆 の 婆4計 面 を葵定、16境 保 全、1ノ沢

景観の 面うり 空哨山 を 「保 宇 ずへ き轟至 な自微

」一1立芦 つける

マ1縁 の まちつ く 」トσ、賂発 φ

旭月 は 川の 街 盆地の 樹 ζ丁。こ れハ つの

面つ くり1Lと つて 放射状し 丑れ る河1』と魍

辺の 丘綬の 自然を 結ふP繰 の ネ'ト ワー ク」

が必要 でず。 突哨 ⊥は そのス切 な要 てあ ワ

旭川 市の北 測て碓 一の まとま った纈 地てす.

2Ei星 て 最入級 カ フクリの花 の大解 唐

皐響は 口 全体か 刀タ ク ノのゐ 兀畑 。子の 面

構は約125haス タル ヒ:〆球場 の約lOO倍 も

あり ます。

3誰 て も歩ける 身近な 目釈

起伏 が砂な く 年 齢や 体力にあ わせて 雄て も

気窮 に歩け ますφ 四季 折々に その姿 を変 える

簸木 林は カタク リた けでな く1500租 類 も

の生 きもの か生息 了る 璽かな里 山て 了.

1989憲 北 樽遣 から1勢 近な 自然地 爆1に

擢霊 されてい ま了.

4き れ いな水

突蛸 山の只 水は 、東ほ栖 の口 禦用水 路を通 し

て水 田に入 り、 その一 部は市 民の飲 み水(棄

鷹栖摩 水珊)にも なっτい ま了。私た ちに とっ

て、 きれい ζ賓全 な水 そ して豊か な田園 風

景は かけがえ のない ものて す。

二♂

日突哨山 の公萄 地化を 蒙める市 民有志
赤石3i手 柵 勘、池田剛ユ 石ハ脱 子 伊聾文子 『…h昭子、今菖温樹 隅奉賢二

小,可看澱 廟桝鍔雄 締才軸9片 山陰嬬、躍田融鉄 籔田 曜 上岡知子 川田藁像 子

■厩 纏 鱈色志郎 黒川博麟 煽田 惇 潮戸 琶 漣脇冠安 田代糞琶子 田陣見鱈

穆田優子 濯川億子 埋 の子 青島一男 出羽 買 で代辰〉 土弁奨写代、福田郎子
倶糎年"裏 霞朝撞 堀川 麗 葡田紀蚤子 総崩藁輩 武0健 一、斑末縄勇、山ロ鼠旗

δ地元雄一

■と りまとめ
突唱山の自然を句える盆

■遷絡 先
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真 駒 内1の 森 反橋 一夫
ポ ス トカ ー ド写 真集 が で き ま した 。(真 駒内芸術の森 ・緑の回廊基金 実行委則

本…冊で葉書4枚 分の土地が買える!。 こんなキャッチフレーズで、札幌でもナショナル ・トラス ト

運動が始 まりました。

札幌の南部、地下鉄自衛隊駅 と真駒内駅の中間から石山 ・常盤へと続 く緑の回廊。…昨年この回廊を

分断するような形でゴルフ練習場の話 しが持ち上が りました。地元を中心に反対運動が沸 き上が りまし

たが、札幌市の土地買収の意思表示 もむな しく、工事は着工され、昨年12月 にゴルフ練習場はオープン

されました。今、緑の回廊は大 きくえぐり取られ緑(色)の 人工芝、緑(色)の 鉄塔 とネッ トがそびえ

立っています。現場は民有地の為、いわゆる適法に開発許可申請が行われた場合、市民 も行政 も、これ

を止める事が出来ないのです。

私達は、これ以上貴重な緑を失わないためにナショナル ・トラス ト運動による土地の借 り上げ買取 り

をする事を決心 しました。全国各地で行なわれている トラス トの中から、私達は92年 に発足 した埼玉県

所沢市の狭山丘陵ナショナル ・トラス ト 「トトロのふるさと基金」をモデルに選びました。私達の仲間

に実際に 「トトロのふるさと基金」の実行委員をしていた方がお り、催 しの折に トトログッズの販売 も

行なってお りましたが、基金のより大きな飛躍のために、真駒内在住の植物写真家の梅沢俊 さんにお願

い し、梅沢さんが5年 間撮 りためていた普段着姿の真駒内の森のポス トカー ド集 を作成する事 にな りま

した。秋から冬にかけ月数回の打合せを重ね、今年3月29日 に梅沢 さんの発売記念の講演会を開 く事が

出来ました。

梅沢さんの愛情あふれる眼がとらえた30枚 の美 しい真駒内の森のポス トカー ド集を是非買っ

て下さい。札幌市内の有名書店又はエコネットワークや当協会でも取扱っております。

今は少さな歩みかも知れませんが、いつかは大 きな足跡 となって故郷の森を守り育ててい

きたいものです。(札 幌市在住)

アオサギ もオオジ シギ も 五+嵐 敏文
(江別市市民 グループ代表)

道立自然公園である野幌森林公園の 「国設アオサギの森」 からアオサギが姿 を

消 し、道 もその再生を断念 した。自然を大切に思 う道民 として非常 に残念なこと

である。

かつて苫小牧市にもアオザギの大コロニーがあり、そこは 「告東開発」 によ り

北 多憲
各地の

営巣木の伐採、えさ場である湿地の埋め立てが行われた。当時、わずかに残された コロニーを 「楼欄の

森」 と名付け保全に努めたようである。 しかし、「楼欄の森」は崩壊 した。わたしたち人間のこの開発行

為が私たちにもたらしたものは、アオサギのコロニーの消失だけでな く、二風谷ダム問題や 「苫東開発」

の土地問題である。

現在、野幌森林公園休養園地区で埋蔵文化財センターなどの施設整備がされつつある。私たちグルー

プが酪農大学野生生物生態研究室の協力を得て実施 した鳥類調査によれば、これまでに103種類 もの鳥類

が観察される所でもある。また、同地区は、オーストラリアから1万2千kmを 渡ってくるオオジシギの

繁殖地である。資料によれば同公園内のオオジシギは、かつてアオサギとともに野幌森林公園のシンボ

ルの座を争ったほどた くさん生息 していた鳥である。同公園の案内パンフッレ トには代表的な鳥類 とい

うことかアオサギ、オオジシギそしてクマゲラの写真が載っている。これらの鳥類が、同パ ンフレッ ト

から姿を消すことがあってはならないし、道立白然公園内で観察される多 くの鳥類 も道民の財産である。

安易な施設整備は、道:民の財産を失うことにな り自然を貧 しくする。

「時9)ア セ冬!で 全国9)注llを 集めた北海道・その道立自然公園の…角が旧態依然 とした手法で整備'猷??縮1ア 雅 ギも'オオジシギも生態環境が破壊されては生きてゆけな
いのだ・

(投 稿 ・江 別'市在 住)

一6一



屡道

近 ごろ 気 に な る こ と 十."擁 ・驚1三 廊
(松倉川を考え:る会 ㍉小学校教諭 γ

私の住む所は、函館市の郊外に位置 し、北には標高843メ ー トルの三森山。振 り返って南側を見れば、

函館山と津軽海峡を背景に函館市街が広が り、東側は畑 とをの向こう側には汐泊川が流れ、西側のす ぐ

下には松倉川が流れる。この二つの清流に挾 まれた緑豊かな丘陵地帯である。

ここでは、多 くの鳥たちの声を聞 くことができる。春 を告げるヒバリやウグイス、アカゲラやヤマゲ

ラの ドラミングと鳴き声。"一 筆 啓上仕 り候"の ホオジロなど、なかなかにぎやかで、楽しい所である。

ところが、近ごろ 気になることがある。初夏を告げる代表的な鳥のホ トトギス類のことである。これ

まで、ここでは日本にいるホ トトギス類のカッコウ、ホ トトギス、ジュウイチ、ツツ ドリの4種 全ての

声を聞 くことができた。

「できた。」 といったのは、昨年あたりから、ホ トトギスの声が聞こえなくなったからである。北海道

では道南地方、それ も函館近郊で しかいないと言われているのに 。

聞こえな くなった鳴 き声と言えば、ここ数年ヨタカの声も聞かれなくなった。

新聞やテレビなどには気になるニュー・スがあふれている。ダイオキシン、環境ホルモン、 インドやパ

キスタンの核実験。身近では、森林の伐採やダム建設等々の報道。地球の自然破壊をやめない人類など。

ホ トトギスや ヨタカの声が消えたことと関係がないとは思えない。人類の最期が近づいて きてい

るような気が してならない。思い過ぎであればよいのだが。(函 館市在住)

ニユース サハ リン沖の油 田開発 大館 和広
(理 事)

97年1月 のll本海での重油流出事故は私たちの記憶に新 しい。この事故は、遠 くアラスカ

やスコットラン ドで起 きていた事故が、日本でも簡単に起こることを証明 してみせた。それはまた、 日

本という国の レベルにおいて、まったくと言っていい程に重油流出事故の対応ができない とい うことも

証明 した形になった。

漂着 した重油を柄杓で一杯つつす くう地域住民や、岩に付いた重油をこそ ぎ落 とすボランテ ィアの姿

をテ レビは延々と映 し続けていた。尊い人命を奪った人的な被害もさることながら、環境に対する影響

ははか り知れなかった。特に油にまみれた海鳥たちの被害は膨大で、…・万羽とも二万羽とも言われた。

油にまみれた海鳥たちを保護 し放鳥するために、ウトナイ湖サンクチュアリーがセンター となって、

延べ1000人 近 くのボランティアが気の遠 くなるような作業を繰 り返 した。

この事故による被害が、未来への教訓として各方面に受け取られたと私は思いたい。

ところで、サハ リン北部の大陸棚ではここ数年のうちに石油生産が本格化する。海上油田としての ノ

ウハウは北海油田が積み重ねているだろうが、問題はオホーツクが凍る海であることと、事故を起こす

可能性があるのはロシアであ り、被害を受けるのは日本であるということだ。夏の海での流出時期であ

るならまだ しも、冬のオホーツクは…面の白い氷の世界なのである。流出 した油が氷海でどう動 くのか、

環境へ影響を与えずに対処で きるのか、それは誰もわからないのである。事故が起 きたら北海道 に黒い

流氷が くると心配 している人もいるというし、ロシアに適切な対応がとれるのかという心配 もある。 ま

た、海氷期のオホーツク海の海鳥に関するデータは無いに等 しい。

これらを含めて行政はどう対応するのか、各方面で対策が考え始められているよろだがぐ手を打つの

に早すぎることは決 してない。先を見越 した賢い対応が必要なのである。 ゼ .,1己,,1嫁紋別市在往γ
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1998年 度 通 常総 会 要録

日 時

場 所

俵会長挨拶

1998年5月16日13時30分 ～15時20分

道 民 活 動 セ ン ター

(札 幌市 中 央 区北2西7)

近頃、地球環境の問題がいろいろと心配されて

お りますが、その予測というのはせいぜい2030年

あたりを予想 しています。いま幼稚園にいってい

る私の孫が私の年代になるのは、それよりはるか

先のことで、その頃には現在ではまったく予測で

きないような事態が生 じているかもしれません。

環境問題 というのは、「環境ホルモ ン」の問題 も

そうですが、まったく予測できなかったことが、

いま目の前で起こっているのです。

今日はお天気が大変良い。これは天気予報の通

りになって、いわば予測が当たったわけですが、

長期予報となると、予報通 りなるかどうかは、あ

や しくなります。環境に対する影響というのも、

そのように将来予測が非常に難 しい中から考えて

いかなければなりません。

「疑わしきは開発せず」 と言われることがあり

ます。当協会はこの 「疑わしきは開発せず」の立

場で、千歳川放水路計画 と士幌高原道路計画とい

う2つ の大 きな問題に取 り組んできました。とこ

ろが、この2つ の計画が、ちょうどいま曲がり角

をむかえています。千歳川放水路計画は、放水路

以外の方法で治水対策を考えた方が良いのではな

いかという方向に、また士幌高原道路計画は、北

海道が始めた 「時のアセスメン ト」の焦点の1つ

にあげられています。

こういうことから考えますと、当協会の最重要

課題 として取 り組んで きたことが、大体、私たち

が望んでいる方向に曲がってくれるのではないか、

という期待が持たれるような状況になってまいり

ました。 しか し予断は許されません。公共事業の

見直 しが大 きな時の流れにな りつつあると思って

いる時に、今度は不景気風に吹かれ、景気回復の

ためにはさらに公共事業が必要だということが、

最近でてまいりました。

私たちは、まだまだこれからいっしょうけんめ

い頑張っていかなければなりません。皆 さんのお

力 添 え を 、 よろ し くお 願 い い た します 。

第1号 議案 「1997年度事業報告及び収支決算」

〈事業報告の概要〉

[広 報事業](1)会 誌 『北海道の自然 』第36号 の発

行(2)会報 「NC}99～102号 の発行

[普 及事業](1>自 然観察会の開催(3回)(2)夏 休

み自然観察記録 コンクールの実施(3)自然観察指導

員講習会の開催(帯 広市)(4)自 然保護講演会の開

催(2回)(5)勉 強会の開催(1回)(6)自 然保護i学

校の開校

[調 査研究事業](1)北 海道の環境影響評価条例及

び情報公開条例の 「見直 し」につき提言(2)北海道

が行っている 「時のアセス」の進め方などにつ き

提言や要望(3)身近な自然の保全のために森林や河

川につき提言

[自 然保護運動](1)士 幌高原道路計画について、

「時のアセス」にからめた質問 ・要望書の提出

(2)「時のアセス」に関連 し 「道民の森」 「松倉 ダ

ム」についての要望や提言、集会の開催(3>千歳川

放水路計画について、新聞各紙に意見広告の掲載、

フォーラムの開催、拡大会議への参加

[特 別事業]な し

〈監査報告〉

大西監事から会計処理、事業などが適正に行わ

れているむね報告された。

質 疑

質問、意見なし

◆第1号 議案承認

第2号 議案 「1998年度事業計画及び収支予算」

〈事業計画の概要〉

[広 報事業](1)会 誌 『北海道の自然 』37号の発行

(2)会報 「NC」 を年5～6回 発行(3)会員の拡大

[普 及事業](1)自 然観察会の開催(年5回 程度)

(2)自然保護学校の開催(3)夏休み自然観察記録コン

クールの実施(4)自然観察指導員講習会の開催(5)白

然保護講演会の開催

[調 査研 究事業](1)森 林 ・河川 ・海岸に関する調

査 ・研究 ・提言(2)野生生物の調査 ・研究 ・提言(3)

その他
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[自 然保護i運動](1)時 のアセスと公共事業(2)士幌

高原道路問題(3)千歳川放水問題(4)身近な自然の保

護(5)その他

[特 別事業]1997年 度限りで廃」L

質 疑

〈熊井会員〉

退職手当引当金は1年 くらいの定期預金にして

もさしつかえないのではないか。

〈山辺事務局長〉

ご意見を尊重 し、前向きに検討する。

〈小林会員〉

自然、観察会の案内について、1
.

新 しい会員にも参加 しやすい よ

うに考えてほしい。

〈畠山副会長〉

協会の年間行事をすべて年度

初めに案内するのが理想だが、

なかなか難 しいのが実情だ。そ

れで も事前にNCに 掲載 し、皆

さんに知らせている。

〈大久保理事〉

自分は昨年度観察会を担当 し

た者だが、案内の仕方に新 しい

人への配慮が欠けていたと反省

している。本年度は、その辺を

十分気をつけるつもりでいる。

〈椎名会員〉

士幌高原道路計画は、「時の

アセス」にかかってはいても、

昨今の経済不況のため公共事業

がまた復活 してきているので、

予断を許 さない状況と思う。白

紙撤回を確実なものにするため、

全道に向けて、何か盛 り.Lげを

考えてほしい。

〈俵会長〉

「時のアセス」にかかった も

のは、本当に必要なものかどう

か問いなお して もらいたいとい

うことで、私たちはいっしょう

けんめいやっている。地元推進

側の巻 き返 しには、十勝自然、保

護協会が中心になって、反対意

見を盛 り込んだパンフレットを

作 り、地元に配布することが進められている。ま

た私たちも、士幌高原道路をは じめ、無駄な公共

事業に対する道民の意識を高める努力をしたいと

考えている。

◆第2号 議案承認

第3号 議案 「理事及び監事の選任」

(理事の選任)

〈松野選挙管理委員長〉

今回は理事候補者総数が定数を超えなかったた

決 算 報 告(1997年4月1日 か ら1998年3月31日 まで)

一 般 会 計 (円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

(基本財産運用収入) (7,000> (管理 費〉 (5,751,491>

基本財産利息収入 7,000 賃 金 3,060,500

(会 費収入) (7,414,790) 諸謝金 0

個人会費収入 3,995,000 退職金 0

団体会費収入 3,419,790 福利厚生費 74,277

(一般事業収 入〉 (317,490) 会議費 40,120
一般事業収入 317,490 旅費交通費 575,870

(補助 金収 入) (0) 通信運搬費 439,512

地方公共団体補助金収入 0 消耗品費 304,245

(助 成金収 入) (0) 印刷製本費 77,597

民間助成金収入 0 燃料費 36,608

(寄 付金収 入) (132,898) 光熱水料費 105,782

寄付金収入 132,898 賃借料 873,216

(雑 収入) (347,560) 諸会費 95,500

受取利息 5,381 図書資料費 49,960

雑収入 342,179 支払手数料 5,000

(繰人金収入) (160,885) 雑 費 13,304

繰入金収入 160,885 ←一般事業 費) (2β22,137)

(引当預金取崩収入) (0> 広報事業費 2,ll8,595

退職給与引当預金取崩収入 0 普及事業費 203,542

(前期繰越収支差額) (3,053,638) 普及啓発事業費 0

(調査研究等事業費) (236,526>

(引 当預金支 出) (170,000)

退職給与引当預金支出 170,000

(繰 入金支出) (0)

繰入金支出 0

(予 備費〉 (0>

支 出 合 計(B) 8,480,154

収 入 合 計(A) ll,434,261 次期繰越収支差額(C)

(C)=(A)一(B)
2,954」07

2.特 別 会 計 (円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

(受託等事業収入) (80」75) (受託等事業費) (166,606)

受託事業収人 0 受託事業費 0

読本普及事業収入 80,175 読本普及事業費 27」00

(雑収 入) (116) 雑 費 139,206

受取利息 116 (繰 入金支 出) (160,885)

雑収入 0 繰入金支出 160,885

(繰 入金収 入) (0)

繰人金収入 0

(前期繰越収支差額〉 (403,472>

支 出 合 計(B) 327,491

収 入 合 計(A) 483,763 次期繰越収支差額(C)

(C)=(A)一(B)
156,272
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め、信任投票が行われた。なお理事の信任は有効

投票数の過半数となっている。今回の有効投票数

は421票 であったので、過半数は211票 となるが、

候補者全員とも信任が過半数を上回っている。

〈小林会員〉

総会出席者は投票用紙を持参するようにとなっ

ていたので持っているが、この場で信任投票を行

うのではないのか。

〈松野選挙管理委員長〉

受付に、本日持参の投票用紙

を回収するよう頼んでおいたの

だが、漏れが生 じたようで申し1.

訳なかった。

(他にも未提出者がお り、それ

らを回収のうえ再度集計 した)

〈松野選挙管理委員長〉

新たに投票があり、有効投票

数が430票 となったので過半数

は216票 に変わったが、候補者

全員過半数を超えているので信

任 された。

◆投票結果承認

[新 理事]

池田啓介 市川守弘 江部靖雄

大久保フヨ 大館和広 熊木大

仁 佐藤謙 佐藤jE秀 高畑滋

伊達佐重 俵浩三 寺島一男

中本陽三 畠山武道 塙敏博

稗田…俊 福地郁子 宗像和彦

森川正治(敬 称略)

(監事の選任)

〈俵会長〉

監事については、事務局より
'大西勲氏

、山本行雄氏の両氏を

推薦する。

◆二事務局案承認

この後、新理事により理事会

が開催され、会長に俵理事、副

会長に佐藤謙理事、1畠山理事、

常務理事に市川理彗参、江部理事、

熊木理事、伊達理事、福地理事

を選出し、総会の場で発表され

た。

第4号 議案 「その他」

特に議案の提出、意見の発表などがなかったの

で、これをもって閉会 となった。

(以上)

予 算計 画(1998年4月1日 か ら1999年3月31日 まで)

一 般 会 計
(円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

(基本財産運用収入) (7,000) (管理 費) (6,311,000)

基本財産利息収入 7,000 賃 金 3,061,000

(会 費収 入) (6,890,000) 諸謝金 50,000

個人会費収入 3,620,000 退職金 0

団体会費収入 3,270,000 福利厚生費 79,000

(一 般事業収 入) (150,000) 会議費 50,000
一般事業収入 150,000 旅費交通費 700,000

(補助 金収 入) (0) 通信運搬費 450,000

地方公共団体補助金収入 0 消耗品費 300,000

(助 成金収入〉 (0) 印刷製本費 150,000

民間助成金収入 0 燃料費 50,000

(寄 付金収入) (100,000) 光熱水料費 120,000

寄付金収入 100,000 賃借料 950,000

(雑収入) (250,000) 諸会費 96,000

受取利息 ・ 10,000 図書資料費 70,000

雑収入 240,000 支払手数料 10,000

(繰入金収入) (156,272) 租税公課 150,000

繰入金収入 156,272 雑 費 25,000

(引当預金取崩収入) (0) (…般事業 費) (2,480,000)

退職給与引当預金取崩収入 0 広報事業費 2,280,000

普及事業費 200,000

普及啓発事業費 0

(調査研究等事業費〉 (400,000>

(引 当預金支出) (200,000)

退職給与引当預金支出 200,000

(繰 入金支出) (0)

繰入金支出 0

(予 備費) (1,116,379)

当 期 収 入 合 計 7,553,272

前 期 繰 越 収 支 差 額 2,954,107 当 期 支 出 合 計 10,507,379

収 入 合 計 10,507,379

2.特 別 会 計 (円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 日 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

(受託等事業収人)

受託事業収入

読本普及事業収人
(雑収入)

受取利息

雑収入
(繰入金収入)

繰入金収入

(0)
0
0

(0)
0

0
(0)

0

(受託等事業費)
受託事業費

読本普及事業費
雑 費

(繰入金支出)

繰入金支出
(予備費)

(0)

0
0

0
(156,272)

156,272

(0)

当 期 収 人 合 計 0

前 期 繰 越 収 支 差 額 156,272 当 期 支 出 合 計 156,272

収 入 合 計 156,272
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記 事

北大中川地方習林 の オジロワシ
北海道大学大学院地球環境科学研究科地球生態系学講座 白 木 彩 子

わたしが中川演習林のオジロワシにはじめ

て出会ったのは、北海道にきて1年 ちょっと

が過 ぎた、1992年 の5月 のことで した。修士

論文のテーマとして、オジロワシの営巣環境

について調査を行っていたわたしに、演習林

の教官の方か ら"た びたびオジロワシが現わ

れる、繁殖 しているかもしれないから見に来

ないか"と 声をかけていただいたのがきっか

けで した。中川演習林は、北海道第二の河川

天塩川の中流部右岸に位置 し、天塩山地の北

部にあたるおよそ2万haの 山林を所有します。

この年の調査ではひとつがいのオジロワシの

営巣 を確認 しました。営巣木は胸高直径82cm、

樹高約28mの 立派なアカエゾマツで した。そ

してこのとき、近い将来演習林内に高架道路

が通る計画があることも知 りました。その後

1996年 に演習林の方が別のつがいの営巣を確

認 し、またほぼ時を同 じくして、 しばらく沈

黙を保っていたように見えた道路建設計画が

具体的に動 きだ したことで、再びわた しは生

態調査 というかたちで演習林のオジロワシと

関わることになったのです。

演習林付近を流れる天塩川の河畔林はすで

になきにひとしい状態ですが、河川沿いにせ

まっている山々に大径木をふ くんだ天然林が

多いことが、オジロワシの営巣を可能にして
います。また、天塩川には春から秋 までウグ

イやマスやサケなどが豊富に遡上 し、イ トウ

も生息 しています。カモやアイサが繁殖 し、

アオサギのコロニーもあ ります。繁殖期の餌

を調べたところ、これらの魚類や鳥類がメニュー

に含 まれていました。また、これまでの調査

から演習林のオジロワシは河川が全面的に凍っ

て しまう厳冬期以外は、天塩川に生息する餌

動物 にほぼ依存 して生活 しているようです。

北海道の典型的なオジロワシの営巣環境で

ある道東や道北地域の海岸部や湖沼周辺 と比

較すると、内陸の深い谷 と急斜面の続 く山地

帯にあるこの営巣地は特殊な環境だと思われ

ます。また、ほかの営巣地の餌場には海や湖

沼が含 まれ、繁殖期 も漁業や水産業などから

供給 される人為的な餌 を利用するつがいが多

いのですが、餌場が河川だけであることと、

人間活動に依存せず天然の餌資源だけを利用

しているという点においてたいへん貴重な営

巣地といえます。さらに北海道では、現在の

営巣木が使えなくなったとき代替 となりえる

大木がほとんどないような、かろうじて残 さ

れていた小規模な林に営巣 しているつがいが

少なくあ りません。しか し、中川演習林は大

規模な森林に豊富な営巣可能木を有 しており、

現状の環境が維持できれば今後も代々オジロ

ワシが営巣 し続けることができる、数少ない

生息地のひとつです。

演習林内には、もうひとつがいのオジロワ

シの繁殖の可能性が高いほか、ミサゴ、クマ

タカ、オオタカ、ハイタカ、ハチクマ、ハヤ

ブサ、チュウヒなど、希少種を含む多様な猛

禽類が確認 され、多 くは繁殖を確認あるいは

その可能性が高 く、まるで猛禽のたまり場の

ようです。このことは、餌 となるほ乳類や鳥

類などの生物にとっても、良好な生息環境が

残 されているということです。

生物の生息地としての高い価値をもち、新

緑、紅葉、豪雪 と、それぞれの季節にすばら

しい景観を楽 しませて くれるこの場所に、重

機がはい り、山に穴があけられる光景を想像

すると、ここで生 きる動物たちの営みをわず

かなが らもかいまみて しまった自分の胸に不

安がよぎります。少なくともオジロワシやそ

の他の希少種等への影響がないように、そし

てその底辺に広がる多様な生物の生息場所が

守 られるように努力 したいと思います。
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TOPl℃S

エゾシカ問題に関する当協会の基本的考 え

北海道が現在進めている大規模なエゾシカ

駆除について、当協会の考えを知 りたいとい

う声が、会員や一般の皆 さんから寄せられて

います。そこで、今年10月 に予定されている

狩猟の大幅緩和 に対 し、当協会が提 出した意

見書の要旨を以下に掲載 します。

① 今回の狩猟緩和は、環境庁がめざす鳥獣

保護法全面改正のための先例とされる可能

性が高いが、鳥獣保護怯 の 目的を 「保護」

から 「保護 ・管理」に改正することには反

対する。

② 北海道の作成 した 「道東地域エゾシカ保

護管理計画」の設定する目標水準25%(3

万頭)と いう数値には、客観的な根拠がな

く、世論の合意 も得られていない。

③ エゾシカの食肉流通化には反対する。

④ すでに、エゾシカの死骸を食餌 したワシ ・

猛禽類の鉛中毒などの生態系の撹乱が生 じ

てお り、狩猟緩和により、鉛中毒が他の動

物に拡大するおそれがある。

当協会が重視 しているのは、現在、北海

道が進めるエゾシカ大規模駆除の科学的根

拠があいまいなことにくわえ、鳥獣保護に

反発する農林族議員の圧力におされ環境庁

が進めている鳥獣保護対策見直 しのモデル

に、北海道が利用 されていることです。野

生動物の生息環境は悪化 してお り、徹底 し

た保護対策のない 「保護 ・管理」は、さら

に野生生物の減少 を招 く危険があるからで

す。この問題に対する会員の皆 さんのご意

見をお寄せ ください。

NEWSCUP

「時のアセス」 をめぐる動 き

●1998年4月18日 道は 「時のアセス」の

対象事業の うち、「道民の森」民間活力

導入事業は中止、苫東工業用水道事業は

凍結することを決定 した。(道 新、朝日)

●5月9日 道は見直 し作業の進捗状況を

発表。士幌高原道路 については、さらに

96億 円が必要で、開通後の1日 当た り平

均交通量は通常の3分 の1に しかならな

いことを示 した。(道 新、朝 日)

●7月2日 道は対象事業のうち、白老ダ
ム、 トマムダムについて中止することを

決定 した。(道 新)

汚 動 日 誌1

1998年3月

2日

4日

12日

17日

18日

26日

28日

NC編 集委員会

選挙管理委員会

選挙管理委員会

理事選挙関係文書発送

理事選挙公示

会誌編集委員会

会誌36号 ・NC102号 発送

理事会

1998年4月

5日

6日

9日

16日

17日

21日

理事選挙立候補締切り

日弁連苫東地方開発聞き取り調査対応

選挙管理委員会

選挙管理委員会

総会通知、投票用紙等発送

拡大常務理事会
1998年5月

8日

12日

14日

16日

30日

31日

理事選挙投票郵送分締切 り

選挙管理委員会開票作業

ナキウサギ裁判

理事会、通常総会

「松倉川シンポジウム98」(函 館市)

参加者40名

松倉川 ・見市川視察
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あ ・ら ・か ・る ・と

第8回 の公判は、5月14日11時 から開かれまし

た。今回は、これまでの一宮裁判官が持本裁判官

に交代 したため、新 しい裁判官による第1回 公判

ということにな ります。そこで、弁論更新手続と

して、原告の中から、小山健二、神原昭子、及川

裕氏の原告が、裁判官に対する意見陳述をしまし

た。いずれ も、なぜ裁判を提起するに至ったかに

関連 し、自然環境がより自然に近い山岳への山行

が登山文化の原点であること(小 山)、 豊かな自

然環境と安全な有機農業がお りなす農村リゾー ト

こそが真に意味での地域振興であること(神 原)、

大雪山国立公園は計画を推進する4町 のものでは

なく、国民の財産で次代に引き継 ぐべき宝である

こと(及 川)な どが述べられました。

ついで訴訟代理人の嶋田久夫弁護i士(群 馬弁護

十会)が 、鳴神山(群 馬)の 日本サクラソウの亜

種ヤ ッコソウの自生地が林道建設で消滅 した例を

あげながら、今日、ムダな公共事業の見直 しが さ

けばれている中で、生態的に特異な自然を破壊 し

てまで士幌高原道路を建設する必要があるのかど

うか、人間と自然との調和のとれた共生の道を探

るうえで も、充実 した審理と判決が裁判所に期待

されていることを述べました。

次回の公判は、7月16日 休)午前10時20分 一30分

です。

要 望 讐 な ど

■1998年4月16日 北海道知事宛

大雪山国立公園 ・士幌高原道路計画に関する説

明を求める要望書(三 団体共同)

■1998年5月26[1北 海道知事宛

大雪山国立公園 ・士幌高原道路計画に関する説

明を求める質問 ・要望書(三 団体共同)

■1998年6月24日 北海道知事宛

シカの捕獲禁止に係る意見書

新 会 員 紹 介

97・12・21～98・5・16現在

【A会員】青木 敏邦 大谷 節子 奥島 泰 チ

熊谷千恵子 栗山 隆二 矢野昭市郎

山本 信 吉田 正人 渡辺 雄治

阿部 宏彦 猪狩 昌和 太田 勝…

加藤 …男 菅野 庄一・ 櫻井 洋j㌃

山形 誠一 木村 隆広 持川 誠

【B会員】佐藤 庸 了・

【学生会員】佐藤 丈瑠 佐藤 りえ

寄

子
美
男

子

律
和
利
信

井
田
中

川

浅
柳

田
松
共 和 総 業 ㈱
島 田 雄 吉

付

北海道生物教育会

寄

金

1,800円

1,800円

1,800円

6,000円

33,498円

2,000円

5,000円

北海道の春の花 絵 とき検索表H梅 沢 俊

カムイミンタラVOL.17寺 島 一男

国家生物多様性計画策定ガイ ドライン

環境 地球の使い捨てできますか?

島
小
山

金塾まるだ雪
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道
信

雄
法
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市川 守弘
八木 健三
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*お 知 らせ コーナ ー*

第5回 夏休み 自然観察記録

コンクール のご案内

当協会では例年、道内に在住する小学生を対象

に 「夏休み中に身の回りの自然 をよく見て作文や

絵に詳しくかいてみよう」 をテーマに作品を募集

しております。

内 容

1)作 文用紙は自由な規格

2)絵 は画材、用紙、大 きさは自由

3)9月14日(月)ま でに当協会必着

4)審 査の結果

金、銀、銅賞、佳作とそれぞれ副賞が出され

ます。

※ 詳しくは協会事務局にお問い合せ ください。

講演 『世 界のナキウサギ』

～生態 ・社会行動 ・コミユニケーシヨン ・

そして保護～

主催 ナキウサギふあんくらぶ

日 時:9月26日(土)13:00～16:00

会 場:共 済ホール(札 幌市中央区北4西1)

入場料:無 料

内 容:講 師=ア ンドリュー ・スミス氏(ア リゾ

ナ州立大学生物学教授)を 迎えて

第9回 滝野の 自然 に親しむ集 い

主催 北海道自然観察指導員連絡協議会

滝野自然学園に宿泊し、ファミリーで自然に親

しみましょう。川でのせせ らぎウオッチング、森

の中でのゲーム、自然観察ハイキングなど楽 しい

プログラムがいっぱい。ホタルの乱舞、カエルの

大合唱にも出会えるかも。

日 時8月1日(土)～2日(日)

場 所 滝野自然学園(札 幌市南区滝野106)

対 象 小中学生 とその保護者 定員100名

参加費1人2,600円(大 人、子供同額)

申し込み 返信用封筒に切手を貼 り、住所 ・氏名 ・

年齢 ・性別 ・電話番号明記の上、

下記の事務局へ

〒060-0007札 幌市中央区北7条 西5丁 目

ス トークマンション1103

自然 ウオッチングセンター

盈011-736-3165

申し込み期間7月1日 ～17日

お問い合せ 根岸(011-891-0556)又 は上記事

務局 まで

描纏 盲蕪蕪 野礁 亭
札幌市 中央区北3条 葺丁 目加森 ビル5・6F

.TEL・FAX(01ユ)251-5465ま で

会費納入のお願い

会費納入 については 日頃 ご協 力 をい ただ

いてお りますが、未納の方 は至急納入下 さ

い ます ようお願いいた します。

個人A会 員4,000円

個人B会 員2,000円

(A会 員 と同一世帯の会員)

学生会員2,000円

団体会員1口15,000円

〔会費納入方法 〕

郵便振替口座02710-7-4055

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

事務局ニユース

先日、初夏の陽射 しに誘われて、札幌郊外へ

森林浴でもと足を向けました。耳に入ってきた

鳥の声の中でも、郭公の声を聞くと何かのんび

りとした安らかな気持ちになります。最近では

郭公の声もあまり聞かれなくなってきたと言わ

れています。鳥たちのためにも自然環境を大事

に してやらねばと思います。

協会の理事改選が5月 に行われ、一部の理事

の交替があ りましたが、俵会長のもと新 しい理

事会が発足 しました。新理事の皆 さんは、自然

を愛 し、環境 を守る気持ちに溢れた方ばかりで

すので、協会の益々の発展のために活躍をして

いただけるものと期待 しております。

(山辺)

※ この紙は再生紙 を使用 しています。
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